
Tanglewood Tales覚え書

一一ホーソンの児童文学の帰着点

松 山 一一=ロzsqt 
直

ホーソンの著作の中で，無視されたり，軽視されたりしてきた作品は少

なくない.第ーに指摘できるのは，おそらく，ボーディン大学の学友だっ

た Pierceの大統領選挙戦のために書いた TheLife of Frankli・nPierce 

(1852)であろう.だがこの作品は文学的創作ではなく，他の著作と同列

に並べられる性格のものではない.文学的業績として軽く見られてきたの

も無理はない. ところが，文学的業績でありながら，批評家や研究家に無

視，軽視されてきたのが，少年少女向きに書いた作品である. こ乙にとり

あげた TanglewoodTales (1853)は，ホーソンのいわゆる児童文学の最

後の作品である.

I 

ホーソンは大人向きの作品を書きながら，かなり早い時期から，児童

文学にも深い興味を示していた. 1835年には，Youth' s Keetsake という

少年少女向きの贈答周年刊誌に“LittleAnnie's Ramble" (1837年の

Twi印刷ToldTales に収録)を発表しているし， 1836年には，The Token 

誌の発行者 SamuelG. Goodrichの依頼で，Peter Parley's Universal 

昂・story (1837年出版)を執筆・編集している. 1838年 3月上旬には，ホ

ーソンのことを「若い人たちのために新らしい文学を創造しようとする一

大精神的企てをずっと考えていたJ人として紹介する人もあったJ 同じ

月の下旬lζ，ホーソンは，ボーディン大学の同級生で，すでに詩人として
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名声を得ていた H.W.ロングフェローに宛てて，話題にしていた「あの

おとぎ話の本 (thatbook of fairy tales)J2について，もっと話し合いた

かったと手紙を書き，二人が協力すれば rわれわれは大ヒットを生み，

少年少女文学の全体系を全面的に改革する (revolutionizethe whole 

system of juvenile literature)ことができるかもしれませんJ3 と述べ

ている.

ホーソンが少年少女向きの作品を考えた時，大人向きの文学では充分収

入が得られないという経済事情があった乙とは事実である.けれども，彼

の児童文学に対する深い興味は，ロングフェローの協力が結局得られなく

なっても，以下に掲げるように，何種類かの子供向きの作品を単独で発表

するという成果を生むことになった.

1. ア〆リカの歴史に取材したシリーズもの

a. Grandfathe〆sChair: A History for Youth (1840) 

b. Famous Old Peoρle: Being The Second Epoch 01 Grandfa司

ther's Chair (1841) 

c. LiberえyTree: With The Last Wot'ds of Grandfathe〆sChair 

(1841) 

(全体を以下白つと略す)

2. 歴史的有名人の伝記上のエピソード集

Biogra.ρhi・calStories for Chi・ldren(1842) (以下 BSCと略す)

3. 短篇の創作もの(先に掲げた“LittleAnnie's Ramble円以外の

もの)

a. “Little Daffydowndilly，" Boy's and Girl's Magazine， Aug.， 

1843 

b. “A Good Man's Mirac1e，" The Chi・ld'sFriend， Feb.， 1844 

(ただし，大人向きの雑誌等に掲げられたが，子供向きとしても読め

る作品，たとえば，“ TheSnow令Tmage:A Childish Mirac1e円
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CInternational Miscellany， Nov.， 1850) などもあるが，乙 ζ では除

外した〕

4. 古典神話物語

a: A Wonder Book forGirls and Boys (1851) 4 (以下 WSと略

す)

b. Tdnglewood Tales for Girls and Boys : Being A Second 

Wonder-Book (1853) (以下 TTと略す)

上に言及した1838年 3且のロングフエロー宛の手紙で言っている，少年

少女文学の全体系を全面的に改革できるかもしれないと考えた「おとぎ話」

というのは，一覧表の 1，2，3のような作品ではなくて，実は 4の古典

神話に取材した作品であった.American Notebooks中の1838年のメモの

一つに，“Pandora'sBox -for a child story円というのがすでに見ら

れるいら ロングフェローとの間で話題になった「おとぎ話Jの本は，

ホーソンの側では， 1838年10月には，ヤBoy'sWonder-Horn" という表

題がすでに与えられていた ロングフェローの協力が得られそうにない

と知って，ホーソンはこの本の計画を一時あきらめたようであったが，そ

の後いくつかの段階をへて， 乙の本は， 1851年11月8日，.AWonder 

Bookとして出版された.Pandoraの箱も“TheParadise of Children" 

として収まっている.この作品の序文の冒頭で r著者は以前から，古典

神話の多くは，子供たちのためにとてもすばらしい読物に書きかえること

ができるという意見を持っていたJ7 とホーソンは書いているが，上に見

た通り，乙の作品は13年以上も緩めていた作品であって，序文の言葉は嘘

ではなかった.

宜

さて，上に引いた WBの序文の冒頭に見えている，子供向きの読物へ

の書きかえ，という乙とについて，ホーソンは WBとTTの二つの神話
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物語の中で，必要以上と思われるほど，弁明している.

ホーソンの主旨を要約してみると，ギリシヤ神話は，二千年三千年の古

さのために，神聖視されるようになった形態を持つてはいるが，乙れを空

想のおもむくままに，新しい形に変えたとしても胃潰の罪を犯したとは思

われない.というのは，ギリシヤ神話は大昔から存在していたのであって，

創造されたというものではないし，また，人聞が生きている限り，滅ぶこ

ともない. この不滅ということがあるからこそ，時代によって，その時代

固有の風俗や感情の衣を着せても構わないではないか，ということにな

る

乙の大昔からの存在と不滅の二点に加えて，ホーソンはギリシヤ神話が

世界の共有財産，あらゆる時代の共有財産であることを強調する.そして，

古代の詩人達はこの神話を好きなように作りかえたではないか，どうして

私が書きかえて悪かろう，とも言っている

この新しい形l乙変えるとか，書きかえることには，今の場合「子供達の

ためにJという目的がある.ホーソンは BSCの序文で，子供達を「神聖

なもの」と見なしていると言い， r若い心の泉の中に，その水を苦くし，

汚すようなものは，絶対に投げこみたくないJI0 と述べている。汚れや検

れのない子供は，さらに，惑や悲しみや不幸とも本来無縁であるべきであ

ろう.ギリシヤの伝説的黄金時代にひっかけて，ホーソンが TTの語り

手に r子供達というものは，乙の幸福な黄金時代の男女をあらゆわす唯

一のものであるJll と言わせたのも当然のことであろう.

ところが，このような子供達に語って聞かせるギリシヤ神話は，不滅の

美しさを持つてはいるが，冷酷・無情であったため，後の時代すべてに

「計り知れないほどの害毒J12を与えた，と WBの語り手は言っている.

また ，TTの序文で，ホーソンは次のようにも書いている.

これらの昔の伝説には，キリスト教イとされた我々の道徳観にとって，最

も忌み嫌うものがたくさんある.たいへんぞっとするものもあるし，ひ
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どく憂うつで悲惨なものもある. こういう忌み嫌うもののうちにギリシ

ヤの悲劇作家たちは自分達のテー?を求め，そのテーマを，乙れまで世

界で見た乙ともないような厳しさ極まる悲しみの型にはめこんだの

だ 1a

当然のととながら，ここで「子供達のためにJ新しい形に変えるという

必要が生じてくる。と ζ ろが，TTの序章で語り手は r物語の一つを語

りはじめると，いつでも，いとも簡単に，その物語が聞き手の子供らしい

清らかさにあてはまるようになってしまった」と述べている.彼に言わせ

ると，この神話にある「反対すべき性格は，もとの寓話には本質的なかか

わりがなく，寄生して生じてきたもの (parasiticalgrowth) Jのようだ

というのである.そして，自分をとり囲んで，じっと眼を聞いて見つめて

いる無邪気な幼な子供達と共に感じるように，自分の想像力を働かせると，

「乙のような反対すべき性格はなくなってしまい，もう考えられないもの

になってしまったJ14と述べている.

ホーソンは子供の感受性の鋭敏さを非常に高く評価していた. 乙のこと

は，The Scarlet Letterの Pearlが， HesterやDimmesdaleにどのよ

うに鋭く反応したかを想い起すだけでも，充分理解できるが，ホーソンは

WBの序文の結びで r子供達は，想像の上でも，感情の上でもどんな

に深いものに対しでも，高いものに対しでも，それが同時に単純でさえあ

れば，計り知れない感受性をそなえている.彼等をまどわすのは，手のこ

んだもの，複雑なものだけであるJ1Oと書いている.

従って，子供達のために書きかえる，ということは，錯綜した乙とを避

けながらも，子供の計り知れない感受性に訴えるように，自分の想像力を

充分に働かせることを意味するのである. しかも，ホーソンはこの乙とを，

「子供時代の水準にまで，知性と空想力を高める Craise) 必要があるJ16

というのである.別の言い方をすれば，もとの神話に対して，知性と空想

力を駆使して，かなり自由な扱い方をする (a great freedom of 
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treatment [WBJ，I7 free way of handling [TTJ18)必要があるという

乙とになる.

ところが，WBと TTには典拠とした書物があった.WBの語り手

が最初の物語を語る直前に， r (彼は)アンソン教授のおかげを大いに受

けながらも，想像力が大胆奔放に命じるままに，すべての古典の権威を無

視してしまったJ19 と書かれている. このアジソン教授というのは，コロ

ンビア大学のギリシヤ語・ギリシヤ文学教授の CharlesAnthonのこと

で，彼の A Classical Dictionary (1842) がホーソンの資料となったと，

1969年に HugoMcPhersonが指摘した 20 ホーソンはこの辞書の記述に大

いに依りながらも， WBの語り手について言われているように，想像力

の命ずるまま，必要に応じて古典の権威を無視し，子供向きに神話物語を

書いた。ところが，WBと TTの聞には，いくつかの大きな違いが生ま

れることになったのである.

E 

ホーソンの子供向きの作品は，単独で発表した二，三の短篇を除けば，

語り手が物語をシリーズ風l乙連ねて語っていく形式がとられている. しか

し，物語そのものには，語り手と聞き手の聞の会話のやりとりや，物語を

する場所や状況の説明を与える外枠がついている.

たとえば白つでは，古い拡掛椅子に座ったおじいさんが，との椅子に

かかわったアメリカの歴史上の人物や出来事を， 12才の Laurence をは

じめとする四名の子供達に語ることになっている.作品の冒頭で，まずお

じいさんがこの椅子をアメリカの植民地に持ちこんだピューリタン移民の

説明をし，椅子は ]ohnsonという人と結婚した Arbellaが持ってきた

ものだと語る.そして，聞き手の子供達と会話のやりとりが紹介される.

乙のようないわゆる omniscientな枠があってから，おじいさんの“The

Lady Arbella" の物語がはじまり，物語が終ると，再びおじいさんと子
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供達の聞のやりとりを措く枠があって，最初の部分が終る.以下同じよう

に，物語は枠にかζまれて，シリーズ風に次々と速なっていく.

乙のパターンは，BSCでも WBでも守られていた 21 WBでは，マ

サチュセッツ州のパークシャ一地方の Tanglewood邸に集まった12名ば

かりの子供に， Eustace Brightという18才のウィリアムズ大学の学生が

神話物語を聞かせる，という形式をとっていて， Bright と聞き手の

Primrose や Periwinkle等の名で呼ばれる子供達や，古典学者 Pringle

氏などとの会話のやりとりが枠となっている.特に WB では， Bright 

が物語をする Tanglewood邸やこの地方の情景がふんだんに織りこまれ

ている.

乙れ等の語り手は，言うまでもなくホーソンの代弁者ではあるけれども，

omniscient な視点で諮られる枠の存在のために，作者とは別個の人物だ

という乙とが強調されている. とζ ろが，TT にはこの外枠がない.他の

作品では外枠の他に序文がついているが，TTではこの序文もなく，その

代り ，The Scarlet Letterの“TheCustom House "や，Mosses jrom 

AnOldManseの序章“TheOld Manse "に相当する“TheWayside" 

という Introductoryが付いている.

TTのこの序章で，ホーソンはコンコードに購入して住んでいた Way-

side 邸の乙とを若干語り，乙の家に Bright青年が訪れてきて，WB出

版後 Tanglewood邸の子供達に語ってやった話を書いて持ってきた，と

している. もちろん Brightは仮空の人物だが，TT は彼が物語をした場

所の名をとって表題としたもので， WB と同じく，神話物語の語り手は

Brightとなっている.

しかし，ホーソンの児童文学の特色となっていた枠が PTで無くなっ

たことは注目に価いする，枠がなくなった理由について， R. H. Pearce 

は二つをあげているが， いずれも納得し難い 22 ホーソンは，WB の枠

に，先に一言触れたように，パークシャ一地方について記した Notebooks
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の記録を大巾にとり ζ んだ. ホーソンはこの資料を使い果したと Pearce

は言うのだが，まだ使われていない資料は残っているし 23 TTの執筆の

時期とパークシャーに住んだ時期はそう遠くへだたっているのではなく，

記憶が無くなったというのでもあるまい Pearce があげる第二点は，

Robert Carter という人が枠の不適切さをかなり詳しく指摘してきたか

らかもしれない，ということだが， Carter の手紙は1853年 2月10日付と

なっていて 24 TT の執筆は 3月 9日に終っていることからみるとF
Carter の批判を得たので枠をはずしたと考えるのは，少々無理のように

思える

枠が無くなった問題は，その理由より，もう少し広い視野から眺めてみ

る必要がある. WB はいわゆるホーソンの最も充実した創作活動がなさ

れた1849年から1853年の時期に，The House 01 the 5even Gables (以下

H5Gと略す)に次いで書かれた作品で，その脱稿 (1851年 7丹中頃)後，

ホーソンは第三の短篇集 5nowImage and Other Twice闘 ToldTaZes 

(51と略す)を編集して出版(1851年12舟)し，さらに TheBlithedaZe 

Romance (BR と略す)を執筆 (1852年 5月脱稿)して出版c7耳中旬〕

し，Lile 01 Franklin Pierceを執筆 (8月末脱稿)して出版 (9月上旬〕

した. 乙の 14・feを書いた学友 Pierce が大統領に選ばれたあと (U月)， 

TTが執筆(序文は1853年 3月13日付)されたのである 26 5now Image 

はこの期に書かれたのではないので，今ζ れを除外してみると，二つの神

話物語の聞には，一見全く共通点のない異質的な作品が介在していること

になる.ところが，との共通点がない，異質的だという作品は，物語の視

点ということで，二つの神話物語にかかわってくるのである.H5Gから

TTまでを通して挑めてみると，ホーソンはまるで物語の視点を，一作ご

とに実験L 視点の違いがもたらす効果を一つ一つためしてみるかのよう

に，五つの作品をそれぞれ異なった規点で語っているのである.それを簡

単にまとめてみると次のようになる.
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HSGは序文で作者を三人称で扱い，物語は，作者の一人称で語り始め

られ(r私は今述べたその町を時折訪れる際には，必ずといってよいほど

ピンチョン通りへ曲ってみるのである.J)，やがてすぐ， Editorial "we" 

が採用される(r我々は今からさほどへだたっていない時代から我々の物

語の本筋を始めることにしょう.J).27 

WBでは，すでに触れたように，神話物語の本体は Bright が語り手

となり，子供達が登場する枠は omniscientな視点で描かれている.

BRでは，作中人物の一人 Coverdaleを担点的人物として，彼の一人

称の語りで物語が進行する.語り手の Coverdale，あるいは，彼の語りに

ついて，乙れまで様々な論議が展開してきたことはさて置くとして，ブlレ

ック・フアームをモデルにした B1ithedaleや風景を描き出す Coverdale

は，WBの神話物語を語る Bright と全く同じく，作者ホーソンの代弁

者の機能を果しているといえる. と乙ろが，語られる神話物語の外に

Brightが位置しているのに反して， Coverdale はBlithedaleに集まっ

た数名の人々にかなりかかわり合いの深い作中人物であって，中年になっ

た時点で， BHthedale に参加した若い頃の経験を，今眼の前で起ってい

るかのように語るのである.従って，語り手 Coverdale は，ホーソンの

代弁者である視点と同時に，出来事に近い観察者の視点と回想者の視点を

持っていることになる.

これに対して，選挙用の伝記である Pierceの Lifeでは，ホーソンは

事実に則した客観的視点に極めて忠実であろうとする.そのためホーソン

は， Pierce についてなされた評言や Pierce 自身の日記・演説等を 28 か

なり長々と引用したりする一方で， Pierceの “Sentiments " として描

いたものは「限の前にある事実から著者(ホーソン〕が臆測したものであ

って，著者がその人となりを描いている人物〔ピアス〕の考えるところと

合致するかもしれないし，合致しないかもしれないJと断わってもいる 29

つまりホーソンは，真実を語る伝記作家として，可能な限り客観的で正確
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な視点で PierceのLifeを書こうとしたのである.

ホーソンはこのように異なった視点、の試みを重ねたあとで，再び神話物

語に戻って TTを執筆した訳だが， HSGの Editorial“We"や，BR 

の作中人物の一人の一人称の視点，Life の客観的視点とは違って，再び

代弁者の Brightを使い， Bright の一人称の語りをとりながらも，先に

述べたように，枠を付けなかった.

すでに触れたように，TTでは Introductory の“The Wayside円

で， Bright が子供達に語った話を書きとめてホーソンに見せに来た ζ と

になっている.従って，たとえば作中で“1cannot stop to tell you 

hardly any of the adventures that befel Theseus， on the road to 

Athens." 30 と語る私とは Brightであり，語りかけている you とは，

聞き手の Primrose達である.

TTの六つの物語には， ζのような語り手が直接聞き手に話しかける

表現が沢山挿入されている.WBでも同様の表現が若干あるが，WBで

は六つの物語の前後に，語り手と聞き手の聞の会話のやりとりが行われる

枠が常にあるため I-youの関係は，物語ごとに Bright-Primrose 

i主だという確認がなされることになっている. ところが， ζ の枠のない

TTでは，たしかに Introductoryで， 1 = Bright， you=Primrose達，

という約束が確立されてはいるが，物語が進行するにつれて，読者の側で

はその意識がうすれてゆき，逆に 1= Hawthorne， you =読者という印象

が非常に強くなってくるのである.子供向けの物語の語り手は， GCのお

じいさんにしても ，BSCの Temple氏も ，WB の Brightと同じく，

ホーソンの代弁者ではあるが，形の上では，枠となる物語があるために，

第三者としてはっきりホーソンと区別されていた. と乙ろが，枠のなくな

った TTでは， Bright は語り手としての存在が薄れ，ホーソンが直接

「私Jとして語りかけているのではないけれども，それに非常に近い効果

を生じているのである.
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別の見方をすれば，ホーソンは，TT において，機能的な語り手を一

応設定しておきながらも，自分のより生の芦で語りたかったために外枠を

外した，と言えるのである. 乙れを逆に言えば， ホーソンはそれほど，

TT の物語を子供達に語ることに興味を持っていたという乙とになる.

ホーソンの出版者でもあり，批評家でもあった James T. Fieldsの次の

言葉は，このような，TT に対するホーソンののめりとむ態度を側面か

らイ云えるものである.

「タングルウッド物語Jの執筆は，彼(ホーソン〕にとって楽しい仕事

となった.そして彼が乙の物語を書いていた聞に出した手紙は，すべて，

彼の浮き浮きした気分を証拠だてるものにあふれでいる 31

当然のととながら，ホーソンは一体何を自分のより生の芦で幼い読者に

語りかけたかったのかが，問題となってくる.そしてこの問題は，先に言

及した子供達のための書きかえとも重なってくるのである

IV 

TTには，次に掲げる六つの物語が収めてある.

1. The Minotaur 

2. The pygmies 

3. The Dragon's Teeth 

4. Circe's Palace 

5. The Pomegranate-Seeds 

6. The Golden Fleece 

このように物語を並べてみると， 乙ζ には WBの“TheGolden 

Touch"や“TheMiraculous Pitcher"のような，黄金を欲した Midas

王や旅人に親切だった Philemonと Bocisなどに起った奇蹟的出来事を

語って，あからさまな教訓を説くような物語はない.また， “Gorgon's 

Head"や“ TheTh白色 Gold己nApples" のように，有名ではあるけれ
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ども，巧みな手段で目的を達成するだけの冒険物語もない.TTを構成す

る六つの物語には，WB の物語と違って，少なくとも二つの顕著な特色

がある.

その一つは，TTの物語は，中心人物が，英雄であろうと，王であろう

と，神であろうと，支配者・司政者・指導者として，部下や国民や支配す

るものの命運のかかった立場に，どこかでかかわってくる物語ばかりであ

る.その典型的な例は，冒頭の物語“TheMinotaur"の主人公 Theseus

に関して見ることができる 32

乙の物語は， アテーナイの Aegeus王とトロイゼーンの王 Pittheus

の娘 Aethraの聞に生まれた Theseus を主人公とし， Aegeus 王が岩

の下においておいた刀とサンタツレを， Theseus が成長してとり出し，父

に会うためアテーナイに旅立つまでの第一部と，アテーナイに来た The-

seusと Aegeus王との再会の部分と， Theseus がクレータ島に行って，

アテーナイの七人の青年と七人の娘をいけにえとして餌食にする怪物

Minotaurを倒す部分との三つに分けて考える ζ とができる.

幼い頃の Theseusはなぜ父 Aegeus王が自分違といっしょに住まな

いのか，と母によくたず、ねた.すると母は i国王には面倒をみなければ

ならない国民というものが居るのよ.王様が治めている男や女の人は，彼

にとって子供たちにも相当するものなのよ.ですから，他の親たちのよう

に，自分の子供を可愛がる暇がとれないのです.あなたのお父様は，自分

の小さい子供に会うためにさえ， 国を離れることが全然できないのよJ33

と言って，国王の立場を説明する.

また， Theseus は Aegeus 王にアテーナイで会ったあと，クレータ

島に住む怪物 Minotaur のいけにえとして送られる人々の一人として加

わることを申し出る. Aegeus王の反対に対して Theseusは i私は

王子で，貴方の息子で，貴方の王国の正当の跡継ぎであるからこそ，貴方

の家臣の災難を'惜しみなくわが身にかぶるのです. Jと言い，さらに「お
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父上，貴方は国民の上に立つ王であり，彼らの幸福に対して大いに責任が

あるのですから，一番貧しい市民たちの息子や娘たちがひどい目に会うよ

りも，貴方にとって一番大切なものを犠牲にしなければいけませんJ34と

答える.

ギリシャ神話には，神々や王や巨人や英雄など，武勇に長じて権力を

持ち，支配力を誇るものは多い.ホーソンはそのような権力者・責任者の

あり方や義務を強調するのである. もちろんこれは典拠とした Anthon

の資料にはないことで，ホーソンが書き加えたことである. Theseus の

ほかに， Antaeusの仇を討とうと，撤をとばして Hercules に立向おう

とする pygmyの一戦士や(“ThePygmies ")都市を造らせる Cadmus

や(“The Dragon's Teeth ")， Ulysses の指揮者ぷり (“ Circe's 

Palace ")，王位をとりもどそうとする Jason(“ The Golden Fleece") 

などに，乙のモチーフはあらわれている.王位をとりもどそうと旅立った

Jason は，増水した川岸で老婆に会い，川を渡してくれとたのまれる.

Jasonがしぶっていると，老婆は「困っている老婆を助けなければ，お前

は王になるべきではないよ.王がいるというのは，弱い者，困っている人

々を救うためなのだよJ3oと Jasonに言う.

このような指導者・王の立場の強調は，T1'執筆直前に学友 Pierceが

大統領に選ばれたことと，間接的ではあるが，深いかかわりあいがあるよ

うに思える.選挙戦用にホーソンが書いたんifeで，ホーソンは Pierce

が大統領にふさわしい指導力の持主であるばかりでなく，勇気にあふれ，

責任感の強い，かっ，部下思いの人間であることも強調した.

ピアス准将は，機会がめぐまれる度に，高度の指導力という特性を顕著

に示したばかりでなく，銃火lこ体をさらす点で，がむしゃらな勇気とで

も呼ばなければならないものも見せた.

さらに，・・・彼の心の優しさ，彼の同情，部下に対する兄のような，

また父のような思いやりは，数十回となく示され，彼の指揮下にあった
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すべての人々の熱烈な愛情を受けることとなった 36

このような Pierce に求めたアメリカの指導者としての理想像が，TT 

の王や英雄や指導者の姿にかぶさってきたと言えば言い過ぎであろうか.

ホーソンは Pierceが大統領候補に指名された時，それを名誉・出世・成

功として受けとったのではなかった. ArIin Turnerが，イ言湿性はないが

真実のひびきがすると言って紹介している主ころでは，ホーソンは Pierce

に向かつて， “What a pity!"あるいは“1pity you." とも言ったそ

うである 37 これは責任の重大き，求められる犠牲の大きさを充分承知し

た上での発言と受けとることができるが，すでに見た Theseusの姿に，

そのような責任感・犠牲の意識が描きこまれていることは注目してよい.

TTのもう一つの特色は，暖い人間的情愛の強調ということである.

ホーソンは神であろうと，王や英雄であろうと，巨人や小人であろうと，

彼等の人間的情愛を強調して資料にない補足を行い，また必要に応じて資

料が伝えることを書き変えている.

再び Theseusを例にとると，“ TheMinotaur円の第一部に当る部分

は， Anthonの資料では次のように，数行で記述されている.

THESEUS . .. king of A thens， and son of Aegeus by Aethra， 

the daughter of Pittheus， monarch of Troezene， was one of 

the most celebrated heroes of antiquity. He was reared in the 

palace of his grandfather; and， when grown to the proper age， 

his mother led him to the rock under which his father had 

deposited his sword and sandals， and he removed it with ease 

and took them out. He was now to proceed to Athens.... 38 

ホーソンはこの数行を，約五頁の物語に組み立てた.今その物語を詳し

く説く余裕はないけれども，ホーソンの潤色が強調したのは次のような ζ

とである.
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1. Theseusのまだ見ぬ父をしたう気持

2. 父のいるアテーナイに行きたい願望

3. 大きくなって岩が動かせたらアテーナイに行けると聞いて，何度とな

く試みる努力

4. 息子がもうすでに世間に出たがっていることを知った母 Aethra の

悲しみ

5. 息子が一人前の人間に成長した Aethraの喜び

たとえば Theseus が岩を動かそうとして力を乙めている傍で，

r Aethra は彼を見つめて立っていた.そして手を握りしめた. それは一

つには母の誇りの故でもあったが，また母の悲しみの故でもあったJ39 と

ホーソンは書いている.

その後，親子が対面した Theseus と Aegeusの感激， Minotaurの

もとへ Theseus を送りこんだクレータ島の王 Minos の娘 Ariadne 

の心配，息子の帰りを待ちわびる Aegeus王の父としての気持，などが，

物語が展開する縦糸に対する横糸として，親子の愛，人間的情愛のシーン

を次々と織り出していくのである.

他の物語でも同様のシーンは沢山あるし，何等かの愛がテ マとなって

いる物語もある.“Thepygmies"は巨人 Antaeus と Pygmiesの兄

弟愛の物語であるし，雄牛に連れ去られた娘を母 Telephassa が探す

“The Dragon's Teeth"や， Mother Ceresが Pluto にさらわれた娘

Proserpinaを探す“ThePomegranate-Seeds" は，有名な神の行為よ

りも，さらわれた娘の捜索に見せる母の愛が強調されて描かれている.

Theseus に対する Ariadneの助力， Telephassa の子供達の協力，

Jasonを助ける Mediaの援助など(“TheGolden Fleece")，協力，

助力がっくり出す愛もある.

乙れらはすべてホーソンが潤色したことであるが，ホーソンは次の二個

所では Anthon説に異を唱え，大きな書きかえを行っている.
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その一つは，“TheMinotaur"の Theseusを助けた Ariadne Iと関

することで， Anthonは Theseusが Ariadneをクレータ島から連れ出

したが， Dia あるいは Naxos の島で彼女を置き去りにしたと書いてい

るが 40 ホーソンは本文中で r気高い Theseusがこの偽りを聞いたな

らば， Minotaurを扱ったのと同じように，乙のようにそしる人々を扱っ

たことだろうJ41 と書いて反論する. ホーソンの物語では， Ariadne は

Theseus にすすめられでも，父のいる島から出なかったことにされ，次

のように Theseusに語っている.

「私はあなた [TheseusJと一緒には行けません.私の父 [Minos王]

は年寄りで，彼を愛する人は私以外にはいません.あなたがお考えにな

るように，父の心はかたくなかもしれませんが，私を失えば破れてしま

うことでしょう. ミーノス王ははじめは怒ることでしょう.でも間もな

く一人娘を許してくれるでしょう.やがてそのうちにもう[いけにえの]

人々が来ないのだということを，きっと喜ぶようになるととと思います.

テーセウス様，私があなたをお助けしたのは，あなたのためであると同

時に，私の父のためでもあったのです.J42 

また， Antaeusを殺された pygmies は，兄の仇といって Hercules

に攻めかかった. Anthon によると， Hercules は「彼の小さな敵が示し

た勇気が大そう気に入って，彼等全部をライオンの毛皮に集め ζんで，エ

ウリュステウス王の許に持っていったJ43 とあるが，ホーソンはこれを書

きかえ， Herculesは小人の Pygmies の勇気に感心して，自分の敗北を

認め，彼等を全員その固に残して立ち去ったことにしている.

乙のような愛情，友情を強調する潤色や書きかえの一方で，ホーソンは

一見邪悪と思える行為をする王や魔女に対して，暗い姿のままっき放して

しまうのではない.上に見た通り， Ariadne の愛によって Minos王は

救われることになる訳だし， Ulyssesの仲間を豚にかえた魔女 Circeは，

彼等の大食ぶりを見て，彼等が自分と同じ姿をしているのが恥ずかしくな
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って，彼等を豚に変たのであった.また， Proserpinaを誘拐した Pluto

は，乙れを「よくなかった行為J44 だと認め，自分の地下の宮殿が暗く，

自分が朗らかな性質でなかったので， Proserpirta の明るい快活さがどう

しても欲しかったからだ，と告白している.さらに“TheMinotaur"で

Theseusを毒殺しようとした魔女 Mediaは，最後の物語“TheGolden 

Fleece"では， Jasonを助ける協力者として再登場してくる.

さらに戦いや争いを描いても，ホーソンは主人公に怪物を倒させはする

が，人聞を殺す乙とはさせない. Anthonの資料によると， Theseus は

Aegeus王の甥達に殺されようとして，逆に彼等を殺したことになってい

るが 45 ホーソンは彼等が逃げたことにしている. もちろんホーソンが無

益な殺し合いを肯定する筈はないが，戦争への痛烈な批判も忘れてはいな

い.竜の歯をまいて生えてきた戦士たちは(“TheDragon's Teeth，" 

“The Golden Fleece ")，戦い殺し合うととだけを一生の目的としてこの

世に生まれてきた怪物であったが，ホーソンは，人間も竜の歯の戦士たち

と同じく，理由なき殺し合いの戦争を重ねてきたのではなかったかと，痛

烈に批判する.そして，“TheDragon's Teeth"では，生き残った竜の

歯の戦士五人に，戦うことを止めさせて， Cadmus の協力者にし，最後

には彼の子供の遊び、相手にしてしまうのである.

ホーソンはこの作品で，竜の歯の戦土以外の「人聞は，本来互いに愛し

合い，助け合うように生まれてきているのだJ46 と述べている. このこと

こそ TT の潤色，書きかえが強調していることであり，ホーソンが自分

のより生の芦で物語を語りたかったのも，このことのためであった.

要するに，ホーソンは彼の児童文学の最後作となった TT において，

冒険や不思議な事を描くだけでなく，人間化した神話的人物や神の愛し合

い助け合う姿を強調し，暖い情愛中心に物語を展開して，子供の鋭敏な感

受性に訴えようとしたのであった. このことは，ホーソンの児童文学のし
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めくくりになったばかりでなく，まだ書き上げて一年にも充たない先の小

説 BR において，大人達のアノレカディアであるべきだったプライズデー

ノレ農場が，自己中心主義と裏切と自殺とによってディストーピアと化して

しまった暗さを払拭して，ホーソンのアメリカ時代の最後を，子供に対す

る明るい期待でしめくくることにもなったのである.
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